
琵琶湖保全再生施策に関する計画 関連事業予算

（単位：千円）

主な増減：平成30年度は前年度と比較して、約２４億円の減額。
減額の主な要因：学習船「うみのこ」建造事業、下水道の大型公共事業の竣工など、計画的に事業が終了したもの。
新規・拡充の主な事業：下物のビオトープ拠点整備（新規）、琵琶湖博物館の展示事業等。

参考資料５－４

琵琶湖保全再生施策に関する計画 関連事業予算（滋賀県）

30,827,351 29,617,748 ▲ 1,209,603

15,172,152 14,281,771 ▲ 890,381

9,178,578 9,129,760 ▲ 48,818

1,530,859 1,578,499 47,640

0 0 0

4,945,762 4,627,718 ▲ 318,044

294,203 236,282 ▲ 57,921

93,974 110,056 16,082

1,802,174 614,599 ▲ 1,187,575

33,017,702 30,578,685 ▲ 2,439,017

平成29年度当初予算額
A

平成30年度当初予算額
B

増　減
B-A

予算額 予算額 予算額

３　琵琶湖の保全および再生のための事項

(1)水質の汚濁の防止および改善に関する事項

(2)水源のかん養に関する事項

(3)生態系の保全および再生に関する事項

(4)景観の整備および保全に関する事項

(5)農林水産業、観光、交通その他の産業の振興に関する事項

４　琵琶湖保全再生施策の実施に資する調査研究に関する事項

５　琵琶湖保全再生施策に取り組む主体その他琵琶湖保全再生施策の
　　推進体制の整備に関する事項

合　計

６　琵琶湖保全再生施策の実施に資する体験学習を通じた教育
　　その他の教育の充実に関する事項

琵琶湖を『守る』取組 琵琶湖を『活かす』取組

琵琶湖を「守る」ことと「活かす」ことの好循環をさらに推進

【予算額 30,579百万円】
＜内 訳＞
●水質の汚濁の防止および改善 14,282百万円 ●施策の実施に資する調査研究 236百万円
●水源のかん養 9,130百万円 ●施策に取り組む主体、推進体制の整備 110百万円
●生態系の保全および再生 1,578百万円 ●施策の実施に資する体験学習を通じた教育、その他 615百万円
●農林水産業､観光､交通その他の産業の振興 4,628百万円

調査研究 多様な主体による協働 環境教育・学習

水草対策

外来生物対策

生態系、生物多様性保全

水源林整備保全、鳥獣害対策

水産資源の回復

体験・体感による琵琶湖とのふれあい推進

環境関連産業の振興

「世界農業遺産」認定に向けた取組

山村の再生、しがの林業成長産業化

琵琶湖漁業の持続的発展

琵琶湖を『支える』取組

琵琶湖を「守る」ことと「活かす」ことの好循環の創出

計画の重点事項

「琵琶湖保全再生施策に関する計画」関連予算

琵琶湖保全再生施策に関する計画 関連事業予算


